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平成２１年２月 全国百貨店売上高概況 

平成２１年３月１９日 
Ⅰ．概 況  

 
１．売上高総額        ４,６９５億円余 
２．前年同月比     －１１.５％（店舗数調整後／１２か月連続マイナス） 
３．調査対象百貨店   ９０社 ２７８店 （平成２１年１月対比－１店） 
４．総店舗面積     ６,７９５,８２７㎡ （前年同月比：－０.２％） 

５．総従業員数     １００,１５６人 （前年同月比：－１.６％） 

６．３か月移動平均値  7-9 月 －３.３％、8-10 月 －５.０％、9-11 月 －６.１％、 
             10-12 月 －７.７％、11-1 月 －８.４％、12-2 月 －９.８％ 

 
  ［参考］平成 20 年 2 月の売上高増減率は０.９％（店舗数調整後） 

 
【２月売上の特徴】 

   １２か月連続で前年同月比マイナスとなった。 
 ２月は、引き続く景気低迷や消費マインドの冷え込みに加え、前年が閏年の関係から営業

日数が一日減少したことや、全国的な暖冬で重衣料など冬物商材の動きが鈍かったことが影

響し、高額品や衣料品を中心に全商品分野で厳しい売上動向となった。なお、営業日数減(１

日分：２.８％)の影響を除くと、基調的には昨年末からほぼ同水準で推移している。 

地方物産展など一部催事が人気を集めたこと、価格帯の見直しや改装の効果が見られる店

舗があることなどプラス要素もあったが、消費者の節約志向で特選ブランドなどの高額品が

依然不振であること、関連購買を喚起する大型の流行現象がないファッション分野では単品

購入の傾向が強まって客単価が下落していること、一部店舗で改装工事による売場閉鎖の影

響があること、バレンタイン商戦も当日が土曜日と重なり全体的に盛り上がりに欠けたこと

などのマイナス要素が重なり、最終的には前年実績から大きく減少する結果となった。 

 

【要 因】 

    (1) 天 候 ： 気象庁発表「２月の天候」の特徴は以下のとおり（一部抜粋） 

    ◇ 冬型の気圧配置となる日が少なく、大陸からの寒気の南下が弱かったことや低気圧の通過に伴う暖かな南風の

影響で、全国的に高温となった。特に東日本以西は顕著な暖冬であった。 

(2) 営業日数増減    ２７.８日（前年同月比－０.９日） 

  (3) 土･日･祝日の合計     ９日（    〃    ±０日） 
  (4) 入店客数増減（回答店舗数で見る傾向値／前年同月比） 
     ①増加した：８店、②変化なし：１７店、③減少した：１２１店、④不明：４５店 
  (5) ２月歳時記（バレンタインデー、節分、立春）の売上（同上） 
     ①増加した：１７店、②変化なし：４４店、③減少した：５９店、④不明：７１店 

(6) 翌月売上見通し（回答店舗数で見る傾向値） 
     ①増加する：６店、②変化なし：３７店、③減少する：９０店、④不明：５８店 
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地　　　区 売上高(千円) 構成比（％）

 全 国 469,586,819 100.0 -11.5 (  -11.4)

10都市 300,203,509 63.9 -11.9 (  -11.8)

札幌 11,766,866 2.5 -8.8 (  -12.7)

仙台 6,231,357 1.3 -8.4

東京 116,019,223 24.7 -11.7 (  -10.6)

横浜 25,317,824 5.4 -12.8 (  -15.0)

名古屋 26,727,560 5.7 -12.2

京都 18,046,632 3.8 -10.6

大阪 61,388,072 13.1 -12.8

神戸 12,438,864 2.6 -12.7

広島 9,879,007 2.1 -11.5

福岡 12,388,104 2.6 -11.5

10都市以外の地区 169,383,310 36.1 -10.7 (  -10.8)

北海道 3,529,339 0.8 -2.1

東北 9,462,985 2.0 -15.1

関東 78,918,319 16.8 -11.2

中部 13,762,467 2.9 -9.8

近畿 15,653,420 3.3 -10.2

中国 12,549,869 2.7 -9.7 (  -7.1)

四国 8,502,422 1.8 -12.8 (  -16.7)

九州 27,004,489 5.8 -9.5

商　品　別 売上高(千円) 構成比（％）

総　　　　　　　額 469,586,819 100.0 -11.5 (  -11.4)

紳士服・洋品 28,771,733 6.1 -19.5 (  -19.6)

婦人服・洋品 102,210,964 21.8 -13.4 (  -13.5)

子供服・洋品 12,226,325 2.6 -11.9 (  -12.2)

その他衣料品 13,581,636 2.9 -13.6 (  -13.6)

 ■　衣　　料　　品 156,790,658 33.4 -14.5 (  -14.6)

 ■　身のまわり品 55,296,439 11.8 -14.5 (  -14.4)

化粧品 25,058,983 5.3 -7.6 (  -7.6)

美術・宝飾・貴金属 20,573,906 4.4 -19.1 (  -19.2)

その他雑貨 24,320,765 5.2 -15.3 (  -14.8)

 ■  雑　　　　　貨 69,953,654 14.9 -13.9 (  -13.8)

家　　具 6,802,667 1.4 -22.6 (  -22.4)

家　　電 1,576,704 0.3 -21.3 (  -21.6)

その他家庭用品 15,805,402 3.4 -15.2 (  -15.2)

 ■ 家　庭　用　品 24,184,773 5.2 -17.8 (  -17.8)

生　鮮　食　品 25,953,319 5.5 -7.9 (  -7.9)

　菓　　子　 46,060,363 9.8 -5.7 (  -5.7)

　惣　　菜　 26,608,837 5.7 -7.8 (  -7.8)

その他食料品 35,257,714 7.5 -2.5 (  -2.4)

 ■　食　　料　　品 133,880,233 28.5 -5.7 (  -5.7)

 食　堂　喫　茶 13,564,610 2.9 -10.1 (  -9.0)

 サ　ー　ビ　ス 5,596,162 1.2 -3.6 (  -3.1)

そ　　の　　他 10,320,290 2.2 19.6 (  18.7)

 商　　品　　券 12,983,147 2.8 -16.5 (  -16.7)

第２表　　商品別売上高

注)　構成比は計算処理上必ずしも100％にはなりません。商品券は総額に含まれません。また、商品券の構成比は、
    総額に対する比率です。本統計には消費税は含まれておりません。（■は主要５品目）

全国百貨店　売上高速報 2009年02月

対前年増減(-)率　(%)
※

　対前年増減(-)率　(%)
※

第１表　　地区別売上高
※店舗数調整後　（　）が調整前
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Ⅱ．地区別の動き  

 
  １．１０都市売上動向      －１１.９％（店舗数調整後／１２か月連続マイナス） 

  ２．１０都市以外の地区売上動向 －１０.７％（   〃   ／２０か月連続マイナス） 

 
 
 

【地区別売上前年比の寄与度とトレンド】 

 

地区 売上前年比 寄与度 トレンド 

１０都市   －１１.９ －７.６ １２か月連続マイナス 

札 幌 －８.８ －０.２ ６か月連続マイナス 

仙 台 －８.４ －０.１ １０か月連続マイナス 

東 京 －１１.７ －２.９ １２か月連続マイナス 

横 浜 －１２.８ －０.７ ７か月連続マイナス 

名古屋 －１２.２ －０.７ １５か月連続マイナス 

京 都 －１０.６ －０.４ ６か月連続マイナス 

大 阪 －１２.８ －１.７ １２か月連続マイナス 

神 戸 －１２.７ －０.３ １１か月連続マイナス 

広 島 －１１.５ －０.２ １２か月連続マイナス 

福 岡 －１１.５ －０.３ ７か月連続マイナス 

10 都市以外の地区 －１０.７ －３.８ ２０か月連続マイナス 

北海道 －２.１  ０.０ １６か月連続マイナス＊ 

東 北 －１５.１ －０.３ １１か月連続マイナス＊  

関 東 －１１.２ －１.９ ２０か月連続マイナス 

中 部 －９.８ －０.３ １１か月連続マイナス 

近 畿 －１０.２ －０.３ １１か月連続マイナス 

中 国 －９.７ －０.２ ９か月連続マイナス＊ 

四 国 －１２.８ －０.２ ２０か月連続マイナス 

九 州 －９.５ －０.５ １８か月連続マイナス＊ 

   （注）北海道、東北、中国、 九州については、２００６年１月からそれぞれ札幌、仙台、 
広島、福岡を１０都市に移行したため（２００５年までは６大都市）、連続性の観点 
から２００７年１月からのトレンドとした。 
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Ⅲ．商品別の動き  

 
  主要５品目は、全品目がマイナスとなった。菓子は前年比較を開始して以来２５か月連続 

プラスを続けてきたが初めてマイナスとなった。生鮮食品、その他食料品が２か月ぶりに 
マイナスとなり、食料品全体も２か月ぶりにマイナスした。また化粧品は３か月連続マイ 
ナスとなった。 

 
 

 
【商品別売上前年比の寄与度とトレンド】 

 
商品別 売上前年比   寄与度 トレンド 

総額 －１１.５ ― １２か月連続マイナス 

紳士服・洋品 －１９.５ －１.３ １１か月連続マイナス 

婦人服・洋品 －１３.４ －３.０ ２０か月連続マイナス 

子供服・洋品 －１１.９ －０.３ ６か月連続マイナス 

その他衣料品 －１３.６ －０.４ １２か月連続マイナス 

衣料品 －１４.５ －５.０ ２０か月連続マイナス 

身のまわり品 －１４.５ －１.８ １８か月連続マイナス 

化粧品 －７.６ －０.４ ３か月連続マイナス＊ 

美術・宝飾・貴金属 －１９.１ －０.９ ２４か月連続マイナス＊ 

その他雑貨 －１５.３ －０.８ １５か月連続マイナス＊ 

雑貨 －１３.９ －２.１ １２か月連続マイナス 

家具 －２２.６ －０.４ １５か月連続マイナス 

家電 －２１.３ －０.１ １４か月連続マイナス 

その他家庭用品 －１５.２ －０.５ １２か月連続マイナス 

家庭用品 －１７.８ －１.０ １５か月連続マイナス 

生鮮食品 －７.９ －０.４ ２か月ぶりマイナス＊ 

菓子 －５.７  －０.５ 
前年比較を開始した 2007 年

1 月以降初のマイナス＊ 

惣菜 －７.８ －０.４ ９か月連続マイナス＊ 

その他食料品 －２.５ －０.２ ２か月ぶりマイナス＊ 

食料品 －５.７ －１.５ ２か月ぶりマイナス 

食堂喫茶 －１０.１ －０.３ ７か月連続マイナス 

サービス －３.６  ０.０ ２か月ぶりマイナス 

その他 １９.６  ０.３ ６か月連続プラス 

商品券 －１６.５ －０.５ ２０か月連続マイナス 

   （注）化粧品、美術・宝飾・貴金属、その他雑貨、生鮮食品、菓子、惣菜、その他食料品に 
     ついては２００６年１月から細分化したため、２００７年１月からのトレンド 

 
お問い合わせは、日本百貨店協会  森・関・西田まで℡ 03－3272－1666  

ホームページアドレス http://www.depart.or.j 


